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Pickup 森 の 国

５年ぶりに開催！！　英語キャンプin滑床８
６

　８月６日㈬から８日㈮の３日間、外国人インストラクター、アシスタント、キャンパーが寝食をともにしなが
ら、生きた英語に親しむ「英語キャンプin滑床2014」が森の国ロッジを主会場に滑床渓谷で開催されました。
　５年ぶりに開催されたこのキャンプは、宇和島圏域の外国人指導助手の皆さんが、以前行なわれていた英語
キャンプの話を聞き、復活に向けた強い熱意を持って関係各方面に働きかけたことにより実現したものです。
　キャンプには、松野中学校の生徒をはじめ、宇和島圏域の中学生19名が参加し、滑床渓谷の豊かな自然を活
かしたキャニオニングやバーベキュー、キャンプファイアーなどを体験しながら英語によるコミュニケーショ
ンを深めていきました。
　キャンプ中は、基本的には英語での生活となるため、最初は戸惑っていたものの、外国人インストラクター
のスマートなリードで活発に英語での会話や活動を楽しみ、学ぶことが出来ました。　
　キャンプの最終日、閉会セレモニーでは、自然と輪になって「Stand By Me」の大合唱が始まり、最後には「See 
you next year」「Do not forget Nametoko Family and Nametoko spirits」と声を掛け合い閉会しました。

　「森の国まつの」応援団は、松野町出身の人達や松
野町を応援したいという人が集まった組織で、「関東支
部」「関西支部」「四国支部」の３支部が結成され、会
員数349名で活動を行なっています。
　今年は、各支部で親睦を深めるべくゴルフコンペを
開催したり、東京・大阪で集まって松野町への思いを
語ったり提言をまとめ、報告するなどの活動を展開し
ています。また、お盆には、ふるさと松野町で大同窓
会を開催し、今後の活動などについて協議をしました。
　今後も、松野町の活性化のために活動を展開してい
きますので、知り合いの人や我こそはと思う人は、是
非とも当応援団に入団をお願いします。
【お問い合わせ】森の国まつの応援団事務局

松野町企画振興課内☎42－1111

松野町の活性化を応援します！
「森の国まつの応援団」活動 元気に展開中！

関西支部ゴルフコンペ

関東支部ゴルフコンペ
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Pickup 森 の 国

８
６

　

８
月
６
日
㈬
か
ら
８
日
㈮
の
３
日

間
、
町
内
小
・
中
学
校
で
森
の
国
林
間

学
校
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
11
号
の
接
近
に
よ
り
、
当
初
５

日
間
の
予
定
を
短
縮
し
て
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
愛
媛
大
学
教
育
学
部

の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
を
活
用
し

て
、
平
成
24
年
度
に
取
り
組
み
を
始
め

て
か
ら
今
回
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

　

教
育
学
部
の
大
学
生
20
名
を
迎
え
、

町
内
の
児
童
生
を
交
え
た
学
習
会
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
２
回
目
、
３
回
目
の

参
加
と
な
る
大
学
生
は
、
中
学
校
で
行

わ
れ
た
開
校
式
の
自
己
紹
介
で
、「
新

し
い
校
舎
に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
も
触
れ
合
う
機
会

の
少
な
い
大
学
生
と
の
交
流
を
楽
し

み
、
最
終
日
は
、
大
学
生
た
ち
と
の
別

れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

森の国林間学校

青空市場集荷者募集！！

　虹の森公園では、青空市場のリニューアルを秋に控え、
出荷者を募集しています。みなさんが手塩にかけて作った
産品を青空市場で販売してみませんか。出荷を希望される
方は青空市場までご連絡ください。一緒に新しく生まれ変
わる虹の森公園を盛り上げてください！スタッフ一同でみ
なさんのご参加をお待ちしております。
【お問い合わせ】　虹の森公園　☎20－5006

開校式

サンドブラスト体験 学習会の様子

学習会の様子 大学生は町内を自転車で移動
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森 の国だ より

桃
太
郎
交
通
茶
屋

７
11

　

７
月
11
日
㈮
、
お
さ
か
な
館
前
の
国
道
で
桃
太
郎
交
通
茶

屋
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
松
野
町
駐
在
所
連
絡
協

議
会
と
鬼
北
交
通
安
全
協
会
松
丸
支
部
が
毎
年
共
同
で
行
っ

て
い
る
も
の
で
、松
野
町
の
特
産
品
で
あ
る
桃
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
配
り
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　

当
日
は
、
桃
太
郎
や
犬
、
猿
に
扮
し
た
駐
在
所
連
絡
協
議

会
の
会
員
に
加
え
、
雉
の
帽
子
を
被
っ
た
松
丸
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
桃
や
啓
発
用
の
チ
ラ
シ

を
手
渡
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
「
安
全
運
転
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
い
う

言
葉
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
笑
顔
で
答
え
、
制
限
速
度
を

守
っ
て
通
り
過
ぎ
て
い
く
様
子
は
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る

い
松
野
町
の
未
来
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

愛
媛
県
で
は
、
今
年
も
「
交
通
死
亡
事
故
抑
止
ア
ン
ダ
ー

50
」
を
目
標
に
掲
げ
、
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
に
力
を
い
れ

て
い
ま
す
が
、
８
月
上
旬
で
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡

者
数
は
38
名
、
宇
和
島
管
内
で
も
２
名
と
目
標
の
達
成
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
茶
屋
の
開
会
式
で
阪
本
町
長
は
、「
地
震
や
洪
水
に

よ
る
災
害
は
な
か
な
か
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
交
通
事

故
は
人
が
起
こ
す
災
害
で
、
一
人
ひ
と
り
が
注
意
す
れ
ば
必

ず
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。」
と
交
通
事
故
の
根
絶
に
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
事
故
防
止
の

意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
交
通
安
全
を
心

が
け
、
安
全
で
安
心
な
松
野
町
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
20
日
㈰
、
滑
床
を
愛
す
る
会
主
催
の
滑
床
渓
谷
沢
歩

き
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

滑
床
と
い
え
ば
、
春
・
秋
の
登
山
が
定
番
で
す
が
、
川
の

中
を
歩
く
こ
の
沢
歩
き
は
、
夏
な
ら
で
は
の
企
画
と
し
て
人

気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、「
滑
床
を
愛
す
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
ガ
イ
ド

を
務
め
、
12
名
の
参
加
者
が
Ｓ
字
峡
か
ら
奥
千
畳
・
二
の
俣

ま
で
の
コ
ー
ス
を
、マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び
な
が
ら
歩
き
、

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
絶
好
の
沢
歩
き
日
和
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
滑
床
の
森
で
土
石
流
跡
や
鹿
ノ
食
害
等
、

自
然
が
も
た
ら
す
脅
威
や
四
季
が
造
り
出
す
風
景
の
美
し
さ

を
見
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
り
道
で
は
、
日
本
の
滝
百
選

に
も
選
ば
れ
て
い
る
「
雪
輪
の
滝
」
で
滝
す
べ
り
体
験
を
行
い
、

参
加
者
た
ち
は
滑
床
の
自
然
を
大
い
に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
夏
期
訓
練
会

７
20

　

７
月
27
日
㈰
、
毎
年
恒
例
の
消
防
団
夏
期
訓
練
会
が
松
丸

ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
岡
本
団
長
以
下
１
１

５
名
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

阪
本
町
長
の
訓
示
の
後
、
各
種
表
彰
の
伝
達
や
辞
令
の
交

付
を
受
け
た
団
員
た
ち
は
、
分
団
毎
に
整
列
し
、
鬼
北
消
防

署
の
指
導
の
も
と
、
礼
式
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

礼
式
訓
練
で
は
、「
右
へ
な
ら
え
」
や
「
右
向
け
右
」、「
回

れ
右
」
な
ど
の
基
本
動
作
の
ほ
か
に
、
行
進
中
に
回
れ
右
の

動
作
を
行
う
「
回
れ
右
前
へ
進
め
」
と
い
っ
た
難
度
の
高
い

動
作
の
指
導
も
行
わ
れ
、
団
員
た
ち
は
猛
暑
の
中
真
剣
な
表

情
で
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
時
か
ら
は
会
場
を
虹
の
森
公
園
河
川
敷
に
移
動

し
、
中
継
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
中
継
訓
練
は
、
火
点
が
水

利
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
る
場
合
に
、
動
力
ポ
ン
プ
１
台
で

は
火
を
消
す
の
に
必
要
な
水
圧
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
ポ
ン
プ
数
台
で
中
継
し
て
水
を
送
る
訓
練
で
す
。
今
回

の
訓
練
で
は
、
３
つ
の
小
隊
が
、
お
さ
か
な
館
前
か
ら
森
の

国
大
橋
ま
で
の
約
５
０
０
ｍ
の
距
離
を
そ
れ
ぞ
れ
ポ
ン
プ
３

台
で
中
継
し
、
放
水
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　

素
早
く
水
を
送
る
た
め
に
は
、
中
継
ポ
ン
プ
の
位
置
や
、

ホ
ー
ス
を
延
長
す
る
経
路
な
ど
を
工
夫
し
な
が
ら
、
手
際
良

く
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
、
ミ

ス
の
な
い
機
械
操
作
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３
小
隊
と
も
優
勝
を
め

ざ
し
、
熱
の
入
っ
た
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今

回
の
競
技
で
優
勝
し
た

の
は
、第
３
小
隊
（
富
岡
、

吉
野
、
蕨
生
の
連
合
チ
ー

ム
）
で
タ
イ
ム
は
５
分
21

秒
で
し
た
。

　

消
防
団
の
皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

滑
床
渓
谷
沢
歩
き

７
20
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森 の国だ より
　

７
月
20
日
㈰
、
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
周
辺
で
「
森
の
国
ゆ
か
た
ま

つ
り
２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
４
回
目
と

な
る
こ
の
催
し
は
、
松
野
町
商
工
会
が
主
催
し
、
遠
い
昔
の

夏
の
夕
べ
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
旧
松
丸
街
道
に
は
、
軽
食
や
飲
み
物
、
ネ

イ
ル
ア
ー
ト
な
ど
の
屋
台
が
軒
を
連
ね
る
中
、
浴
衣
姿
の
人

た
ち
が
往
来
し
、
数
十
年
前
の
よ
う
な
風
情
が
蘇
り
ま
す
。

主
会
場
で
は
、
小
中
学
生
の
俳
句
の
表
彰
式
や
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
の
演
奏
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
に
な
る
と
、
手
作
り
の
提
灯
や
灯
篭
に
火
が
と
も
さ

れ
、
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
芝
不
器
男
記
念
館
で
は
、
お
茶
席
が
設
け
ら
れ
、

抹
茶
や
茶
菓
子
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
昔
懐
か
し
い
ま
つ
の
の
夕
べ
を
楽
し

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
包
丁
、
ピ
ー
ラ
ー
な
ど
の
調
理
器
具
を
上
手
に

使
う
こ
と
や
野
菜
の
ゆ
で
加
減
、
堅
く
し
な
い
お
肉
の
ゆ
で

方
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
す
が
６
年
生
、
家
で

の
お
手
伝
い
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、

簡
単
な
の
で
家
で
も
是
非
つ
く
っ
て
み
た
い
と
嬉
し
い
感
想

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
そ
の
お
味
は
…
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ベ
ー
コ
ン
の
旨

味
が
き
い
た
ご
飯
と
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
冷
し
ゃ
ぶ
サ
ラ
ダ

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
み
ん
な
の
お
腹
に
収
ま
り
ま
し
た
。

デ
ザ
ー
ト
の
マ
ン
ゴ
ー
プ
リ
ン
も
大
好
評
で
し
た
。

　

公
民
館
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ
ん
と
楽
し
い

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
キ
ッ
チ

ン
の
次
は
、
お
母
さ
ん
の
料
理
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
ご
参
加
下
さ
い
。

　

７
月
24
日
㈭
、
吉
野
生
公
民
館
で
子
ど
も
料
理
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
教
室
は
、
長
い
夏
休
み
の
期
間
中
に
、
自
分
や

家
族
の
た
め
の
食
事
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
食
育
を

兼
ね
て
公
民
館
が
実
施
し
た
も
の
で
、
東
小
学
校
の
６
年
生

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
献
立
は
、
夏
野
菜
の
冷
し
ゃ
ぶ
サ
ラ
ダ
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
ご
は
ん
、
マ
ン
ゴ
ー
プ
リ
ン
の
三
品
で
、
初
め
て

つ
く
る
料
理
に
真
剣
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
お
米
を
洗
い
実
の
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
包
丁
で
こ
さ
げ
と
り
、
ベ
ー
コ
ン
の
細
切
り
や
コ

ン
ソ
メ
、
ワ
イ
ン
な
ど
の
調
味
料
を
い
れ
て
大
き
な
炊
飯
器

に
投
入
し
ま
し
た
。
次
は
、
人
参
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ピ
ー
ラ

で
薄
く
ス
ラ
イ
ス
、
お
湯
を
沸
か
し
て
さ
っ
と
湯
が
き
、
そ

の
あ
と
に
う
す
切
り
の
お
肉
を
ゆ
で
あ
げ
て
、
ト
マ
ト
や
オ

ク
ラ
、
き
ゅ
う
り
、
レ
タ
ス
も
加
え
て
彩
り
の
美
し
い
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
盛
り
つ
け
、
し
っ
と
り
や
わ
ら
か
く
ゆ
で
あ

が
っ
た
お
肉
を
の
せ
て
冷
し
ゃ
ぶ
サ
ラ
ダ
完
成
し
ま
し
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ご
飯
も
炊
き
あ
が
り
、
お
い
し
そ
う
な
色
合

い
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

ゆ
か
た
ま
つ
り
２
０
１
４

７
20

子
ど
も
料
理
教
室

７
24
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森 の国だ より

保育園児と外国人の交流会！！
in吉野生保育園

７
19

　７月19日㈯、松野町外国語（英語）交流活動が、松野町教育委員会主催のもと、吉野生保育園で開催されました。
　この取組は、普段外国人と接することの少ない松野町の子どもたちに、外国人と接する機会を増やし、外国語（主
に英語）や外国文化と触れ合う機会を作るため、吉野生保育園の園児を対象に行われたものです。

　１回目となる今回は、伊方町の国際交流員 ドラゴ フローレスさんがボランティアと
して参加しました。ドラゴさんは伊方町での任期を終え、７月25日㈮にアメリカ帰国
を前にしての最後の訪問でした。
　当日は、年少以上の園児が参加し、絵本の読み聞かせをしたり音楽をかけて踊った
りして英語に親しみ、一緒に昼食を食べて交流を終了しました。

愛媛FC・愛媛マンダリンパイレーツ マッチタウン
　

松
野
町
は
、愛
媛
県
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
地
域
振
興
協
議
会
の
会
員
と
し
て
、

愛
媛
Ｆ
Ｃ
・
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
20
日
㈰
に
は
、
愛
媛
Ｆ
Ｃ 

vs 

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ.

Ｃ.

が
ニ
ン
ジ
ニ
ア

ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
、
松
野
町
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

を
は
じ
め
、
多
く
の
人
が
応
援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。
結
果
は
、
０
対
０

の
引
き
分
け
で
し
た
が
、
手
に
汗
握
る
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
29
日
㈫
に
は
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ 

vs 

徳
島

イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
が
宇
和
島
市
営
丸
山
球
場
で
開
催
さ
れ
、
松
野
中

学
校
の
生
徒
を
は
じ
め
、多
く
の
人
に
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
果
は
、

１
対
０
で
見
事
勝
利
し
ま
し
た
。

　

松
野
町
で
は
、
今
後
も
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
両
チ
ー
ム
に
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ドラゴ フローレスさん
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森 の国だ より

◎大会新記録　　（ 8 ）
○大会タイ記録（ 0 ）

種　目
１　　位 ２　　位 ３　　位 郡　記　録

氏　名 校　名 記　録 氏　名 校　名 記　録 氏　名 校　名 記　録 記　録 校　名 氏　名 年度

男　
　
　
　
　

子

 25ｍ自由形 武田　大輝 近　永 15"8 井上　　空 近　永 17"0 葛川　楓真 三　島  17"4 14"7 愛　治 兵頭　魁人 25

 50ｍ自由形 山下　諒馬 松野西 35"0 武田　大輝 近　永  35"0 宮森爽耶士 泉  35"6 30"1 近　永 下田　　嶺 25

100ｍ自由形 宮森爽耶士 泉 1'19"6 安藤　功也 近　永 1'21"9 山下　諒馬 松野西 1'22"1 1'04"3 近　永 下田　　嶺 25

 50ｍ平泳ぎ 善家　　翼 好　藤  ◎ 42"3 竹村　将永 近　永  45"2 髙山　大輝 近　永  45"3 44"0
近　永 上甲　修登 21

愛　治 前野　雄作 24

100ｍ平泳ぎ 横山　瑛志 近　永 ◎1'29"1 善家　　翼 好　藤 ◎1'31"8 竹村　将永 近　永 1'39"7 1'32"6 近　永 横山　瑛志 25

 50ｍ背泳ぎ 渡辺　紀心 泉  38"8 安藤　功也 近　永  40"6 竹内　陸人 好　藤 44"0 35"7 好　藤 橋本　大樹 15

 75ｍ個人メドレー 横山　瑛志 近　永 59"1 渡辺　紀心 泉 1'04"2 橋本　悟空 日　吉 1'09"2 57"8
近　永 石野　竜平 2

近　永 内田　祐亮 19

 25ｍバタフライ 金寄広太郎 近　永  18"0 近藤　浄士 近　永  18"6 黒澤玄之進 松野西  18"8 15"0 愛　治 高田　英雄 21

 50ｍバタフライ 金寄広太郎 近　永 39"5 黒澤玄之進 松野西  43"0 関根　貫汰 愛　治  45"0 33"0 近　永 二宮龍之輔 25

150ｍメドレーリレー

近永小学校チーム ◎1'58"8

安藤　功也／横山　瑛志／

武田　大輝

好藤小学校チーム 2'11"9

竹内　陸人／善家　　翼／

葛本　裕貴

松野西小学校チーム 2'20"3

谷口　壮太／友康士郎／

生谷　凉太

2'01"0 近永小学校チーム 25

200ｍリレー

泉小学校チーム 2'25"1

兵頭　威伏／宮森爽耶士／

渡辺　生季／渡辺　紀心

近永小学校チーム 2'31"1

井上　　空／高村　陸翔／

近藤　浄士／金寄広太郎

松野西小学校チーム 2'35"4

山下　諒馬／黒澤玄之進／

古谷　瑠那／八惣　勝真

2'08"5 近永小学校チーム 25

女　
　
　
　
　

子

 25ｍ自由形 池田さくら 好　藤  16"3 織田　青海 近　永  16"3 井関　来望 三　島  16"3 14"7 好　藤 河添　千秋 24

 50ｍ自由形 有馬　涼葉 近　永  32"8 岡本　里菜 松野西  37"0 毛利　真悠 近　永  37"1 30"4 近　永 中田　　葵 24

100ｍ自由形 有馬　涼葉 近　永 ◎1'13"7 井上みな実 泉 1'16"3 松田　美咲 泉 1'23"2 1'13"9 松野西 戎　　亜未 23

 50ｍ平泳ぎ 塩崎　夏妃 松野西  48"7 池田あゆみ 愛　治  49"1 善家　美櫻 好　藤  49"5 43"5 近　永 武田ひかり 21

100ｍ平泳ぎ 髙田　麻奈 泉 1'35"5 塩崎　夏妃 松野西 1'42"3 池田あゆみ 愛　治 1'44"7 1'32"7 近　永 武田ひかり 21

 50ｍ背泳ぎ 赤松　舞音 松野東 ◎ 34"7 織田　青海 近　永  40"4 池田さくら 好　藤  41"4 36"2 愛　治 阿部　知世 16

 75ｍ個人メドレー 赤松　舞音 松野東 ◎ 57"1 髙田　麻奈 泉 1'05"8 赤松　美俐 松野東 1'09"9 59"4 三　島 入舩さくら 元

 25ｍバタフライ 有馬　智香 松野東  18"2 井上みな実 泉  18"5 新惠　未彩 近　永  18"6 16"1 好　藤 河添　千秋 24

 50ｍバタフライ 有馬　智香 松野東  39"7 新惠　未彩 近　永  42"0 家高　詩音 近　永  43"9 33"0 近　永 中田　　葵 24

150ｍメドレーリレー

松野東小学校チーム 2'01"7

赤松　舞音◎（34"7）／有馬　幸香／

有馬　智香

松野西小学校チーム 2'29"6

井上　沙耶／吉福優衣那／

髙橋ひなの

日吉小学校チーム 2'38"8

白江　遥奈／山本　真帆／

松本　　萌

1'58"4 近永小学校チーム 21

200ｍリレー

近永小学校チーム 2'23"9

織田　青海／毛利　真悠／

清原　瑠依／有馬　涼葉

松野西小学校チーム 2'32"0

岡本　里菜／塩崎　夏妃／

有馬　智穂／兵頭　柚衣　

松野東小学校チーム 2'42"8

東　歩希／赤松　美俐／

若宮　彩華／日野　綜羅

2'16"6 近永小学校チーム 24

小学校水泳競技大会記録
　７月19日㈯、鬼北町広見Ｂ＆Ｇ海洋センターで、北宇和郡
小学校水泳競技大会が開催され、松野町からは、３校54名が
参加しました。
　今回の大会テーマは松野南小学校６年坂本萌々さんの「ラ
ストスパート　昨日の自分の先を行け」で、選手の皆さんは
自己ベストを目指して頑張りました。
　大会結果は以下のとおりです。
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風
鈴
の
鳴
る
街
角
の
理
髪
店 

伊
藤　

富
子

お
土
産
は
江
戸
風
鈴
や
孫
帰
る 

岡
本　

京
子

風
鈴
に
俳
句
吊
し
て
無
人
駅 

金
谷　

重
子

鬼
百
合
や
石
組
残
る
砦
趾 

金
谷　

文
恵

風
鈴
や
い
つ
か
眠
り
て
夢
を
こ
ぐ 

駒
山　

忠
夫

笹
百
合
を
残
し
牧
場
の
草
刈
ら
る 

谷　

き
よ
し

風
鈴
の
迎
え
て
く
れ
し
無
人
駅 

布　
　

久
光

風
鈴
の
リ
ズ
ム
良
き
風
流
れ
来
し 

布　
　

康
江

白
百
合
や
線
路
は
茶
色
く
さ
び
し
ま
ま 

ひ
の
た
い
ら

白
百
合
の
ひ
と
揺
れ
ご
と
に
香
を
飛
ば
す 

宮
崎
き
く
を

梅つ

雨ゆ

滂ぼ
う

沱だ

心
静
め
て
美
術
館 

赤
松　

午
子

半
丁
の
奴や
っ
こで
す
ま
す
夕ゆ
う

餉げ

か
な 

稲
谷
キ
ミ
子

ゆ
る
ゆ
る
と
そ
う
め
ん
流
る
箸は
し

の
先 

上
田
美
智
子

蜩ひ
ぐ
ら
しや

夕ゆ
う

飯げ

の
仕
度
せ
か
し
お
り 

岡
本　

三
葉

半
袖
や
老ろ
う

斑は
ん

の
色
く
っ
き
り
と 

竹
内
サ
ダ
子

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会　
七
月
例
会
句
会

吉
野
句
会　
七
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
七
月
投
句
分

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

石
垣
の
残
る
城
址
や
桐
の
花鬼

北
町　

松
田
ツ
ル
子

　

紅
を
さ
す
女
で
あ
り
し
サ
ン
グ
ラ
ス

大
洲
市　

俊　
　
　

博

《
虹
の
森
公
園
》

　

明あ
け

易や
す

し
後
ろ
姿
の
母
の
夢八

幡
浜
市　

節　
　
　

女

　

流
行
り
と
て
卆そ
つ

寿じ
ゅ

の
祖
母
の
黒
日
傘

八
幡
浜
市　

一　
　
　

夘

　

寄
り
道
を
し
た
が
る
犬
や
月
見
草

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

　

白
蓮
や
旧ふ
る

き
庄
屋
に
十
ば
か
り松

野
町　

田
中
志
津
代

の掲示板ま ち

人
権
の
広
場

「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
差
別
を
し
な
い
、
差
別
を
さ
せ
な
い
、
差
別
を
許

さ
な
い
と
い
う
人
権
尊
重
の
理
念
に
徹
し
、
児
童
生
徒
の
健
全

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
2
学
期
よ
り
子
ど
も
会
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
毎
週
1
回
、
火
曜
日
の
学
習
会
の
ほ
か
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
や
交
流
活
動
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
が
終
わ
っ
て
夜
間
の
学
習
会
と
な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、

み
な
さ
ん
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
、
小
学
生
3
名
、
中
学
生
2
名
、
計
5
名
の
申
し
込
み

が
あ
り
ま
す
。
途
中
か
ら
の
参
加
、
見
学
、
体
験
入
会
な
ど
も

大
歓
迎
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
教
育
委
員
会
、
学
校
の
先
生
ま
で
ご
相

談
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
教
育
委
員
会
42
・
１
１
１
８

於　

第
三
十
四
回
南
予

俳
句
協
会 

松
野
大
会

大島青松園視察
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

延
野
々
　
綱
崎
　
晴
美
　
　
83
歳

豊
　
岡
　
方
木
　
寅
松
　
　
93
歳

富
　
岡
　
金
谷
　
新
吉
　
　
91
歳

吉
　
野
　
岡
田
　
武
之
　
　
89
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

山
田
　
寛
二
　
　
松
野
町

勝
浦
八
重
子
　
　
松
野
町

池
本
　
次
男
　
　
松
野
町

関
本
留
美
子
　
　
松
野
町

方
木
　
　
昭
　
　
松
野
町

綱
崎
　
　
清
　
　
松
野
町

☆
広
報
送
付
お
礼

長
田
　
眞
一
　
　
春
日
井
市

近
松
　
邦
子
　
　
松
山
市 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世帯数　2064世帯（＋６世帯）

総人口　4,296人 （－2人）
男2,013人　女2,283人
（７月中の異動）

　　○出　生　２人　○死　亡　４人
　　○転　入　18人　○転　出　20人

平成26年７月31日現在
※外国人を含みます。

　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち
　

８
月
７
日
㈭
、
第
２
回
目
の
戦
国
の
食
学
習
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
で
は
、
河
後
森
城
に
対
す
る
理
解
を

よ
り
深
め
る
た
め
、
戦
国
時
代
の
食
文
化
や
食
に
関
す
る
儀

式
・
儀
礼
に
つ
い
て
文
献
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
学
習
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
し
た
内
容
を
も
と
に
戦
国
料
理
の
復
元
実
験

を
行
い
、
そ
の
成
果
を
試
食
会
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
実
験
し
た
料
理
に
は
、
か
ま
ぼ
こ
や
豆
腐
、
か

ら
す
み
な
ど
が
あ
り
、
調
味
料
と
し
て
塩
づ
く
り
に
も
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
河
後
森
城
か
ら
見
つ
か
っ
た
出
土

品
を
も
と
に
料
理
を
の
せ
る
器
な
ど
も
復
元
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

７
月
23
日
㈬
か
ら
第
48
回
全
日
本
高
等
学

校
馬
術
競
技
大
会
が
御
殿
場
市
馬
術
・
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー（
静
岡
県
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
野
町
か
ら
は
、
愛
媛
県
立
北
宇
和
高
校

３
年
生
の
河
野
政
崇
さ
ん
が
選
手
と
し
て
出

場
し
、
颯
爽
と
し
た
演
技
を
見
せ
、
第
一
回

戦
に
勝
利
し
ま
し
た
。

　７月22日㈫から愛媛県中学校総合体育大会が開催
され、松野中学校バレー部男子が第３位入賞という
素晴らしい結果を残しました。

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

全日本高等学校馬術競技大会出場愛媛県中学校総合体育大会
松中バレー部男子　第3位

復元実験の様子

完成した復元御膳

２回目の今回は、今年度
の試食会に向けた献立に
ついて話し合いました。
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
９
月
10
日
㈬　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
（
有
馬
節
男
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
９
月
10
日
㈬　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
９
月
10
日
㈬　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

防
衛
大
学
校
等
学
生
募
集

１　

防
衛
大
学
校
学
生
一
般
（
前
期
）

【
応
募
資
格
】

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
人

【
第
1
次
試
験 

日
及
び
試
験
地
】

11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
／
宇
和
島
市
役
所

２　

防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
・
看
護
学
科
）
学
生

【
応
募
資
格
】

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
人

【
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
】

　
（
看
護
学
科
）
10
月
18
日
㈯
／
松
山
大
学

　
（
医 

学 

科
）
11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
／
松
山
大
学

※
【
受
付
締
切
】　

１
・
２
と
も
に
９
月
30
日
㈫

　

四
国
財
務
局
に
は
、
借
金
を
抱
え
悩
ん
で
い
る
人
々
の
た

め
の
「
相
談
窓
口
」
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談

下
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
法

律
専
門
家
へ
の
引
き
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
ず
は
、
お
電
話
下
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
及
び
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
国
財
務
局　

多
重
債
務
者
相
談
窓
口

☎
０
８
７
・
８
３
１
・
２
１
５
５
（
直
通
）

℻
０
８
７
・
８
６
２
・
８
７
９
８

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
人
に

　

現
在
の
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

の
人
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
の

家
族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。
脱
退
も
自
由
で
す
。

脱
退
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
加
入
期
間
に
関

わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
将
来
受

給
す
る
年
金
の
原
資
と
な
り
ま
す
。
農
業
者
年
金
に
は

国
が
支
え
る
公
的
年
金
と
し
て
５
つ
の
大
き
な
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

① 

自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
収
入
を
、
将
来

受
給
す
る
年
金
の
原
資
と
し
て
積
み
立
て
て
い
き
、

こ
の
年
金
原
資
の
額
に
応
じ
て
年
金
額
が
決
ま
る
確

定
拠
出
型
の
積
立
方
式
の
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年

金
で
す
。

② 

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に
向
け
て
、
月

額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
保
険
料
を

決
め
ら
れ
ま
す
。

③ 

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
加
入
者
・
受

給
者
が
80
歳
ま
で
に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
死
亡
一

時
金
が
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

④ 

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
に
つ
な
が

り
ま
す
。

⑤ 

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
人
、
保
険
料
納
付
期
間

が
20
年
以
上
見
込
ま
れ
る
人
等

の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人

は
、
将
来
農
業
の
担
い
手
に
な

る
人
と
し
て
、
国
か
ら
月
額
最

高
１
万
円
の
保
険
料
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

年
金
は
、
家
族
一
人
ひ
と
り
に

つ
い
て
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で

農
業
者
年
金
を
ご
活
用
下
さ
い
。

農業委員会だより（９月号）

巡
回
相
談
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
身
体
障
が
い
者
更
生
相
談
所
に
よ
る
巡
回
相
談
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

【
日　
　

時
】

９
月
18
日
㈭
13
時
〜
15
時

【
場　
　

所
】

宇
和
島
市
三
間
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
宇
和
島
市
三
間
町
迫

目
１
２
６
）

【
相
談
内
容
】

 

補
装
具
、
更
生
医
療
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
等
に
係
る
相
談

（
整
形
外
科
医
師
が
同
行
）

【
受
付
締
切
】

 

９
月
３
日
㈬

【
そ 

の 

他
】

相
談
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
込
み
を
し
て

下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 

松
野
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課
☎
４
２
・
０
７
０
８

す
。
将
来
設
計
を
立
て
る
場
合
に
は
、
農
業
者
年
金
を

是
非
と
も
ご
活
用
下
さ
い
。

　

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
松
野
町
役
場
内

松
野
町
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
４
２
・
１
１
１
４

　

 

な
お
、
防
衛
大
学
校
学
生
採
用
試
験
に
は
、
推
薦
及
び
総

合
選
抜
コ
ー
ス
（
受
付
締
切
９
月
９
日
㈫
）
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
（
宇
和
島
駅
西
隣
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
５
・
２
３
・
５
４
３
１
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
に
よ
る
事
件
、
事
故
等
が

頻
発
し
て
い
る
事
態
を
踏
ま
え
、
愛
媛
県
で
は
販
売
店
等
の

取
締
り
や
ネ
ッ
ト
販
売
へ
の
監
視
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

県
民
の
皆
さ
ん
が
早
期
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た

め
、
宇
和
島
保
健
所
に
、
常
設
の
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
薬
物
の
問
題
を
抱
え
る
人
や
そ
の
家

族
の
人
は
、
お
気
軽
に
相
談
下
さ
い
。

【
開
設
時
間
】

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
開
庁
時
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
保
健
所
（
企
画
課
）
宇
和
島
市
天
神
町
７

｜

１

☎
０
８
９
５
・２
８・６
１
０
５ 

℻
０
８
９
５
・２
４・６
８
０
６

E-m
ail

：nan-hokenkikaku@
pref.ehim

e.jp

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

法
の
日
週
間
（
10
月
１
日
〜
10
月
７
日
）
の
行
事
の
一
環

と
し
て
、
無
料
法
律
相
談
所
が
愛
媛
弁
護
士
会
主
催
、
松
山

地
方
裁
判
所
・
松
山
家
庭
裁
判
所
の
後
援
で
、
次
の
と
お
り

開
設
さ
れ
ま
す
。

【
日　
　

時
】

10
月
２
日
㈭
10
時
〜
15
時
ま
で
（
受
付
：
９
時
開
始
・
14
時

30
分
終
了
、
12
時
〜
13
時
ま
で
の
間
は
休
憩
時
間
）

【
場　
　

所
】

松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部
構
内（
宇
和
島
市
鶴
島
町
８

番
16
号
）

【
受　
　

付
】

　

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。
先
着
順
に
て
受
付

を
行
い
ま
す
。

【
相
談
者
】

愛
媛
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

【
相
談
内
容
】

 

金
銭
関
係
、
不
動
産
関
係
、
家
庭
関
係
な
ど
の
悩
み
事
に
つ

い
て
（
費
用
は
無
料
で
す
。
秘
密
厳
守
で
す
の
で
お
気
軽
に

相
談
下
さ
い
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

駐
車
場
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
車
で
の
お
越
し
は
、
な

る
べ
く
、
ご
遠
慮
下
さ
い
。

精
神
障
が
い
者
家
族
の
つ
ど
い

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、
統
合
失
調
症
を
発
病
後
お
お
む
ね

10
年
以
内
の
人
の
家
族
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
や
学
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
話
せ
る
場
所
で
す
。
1
人
で
悩

ま
ず
、
あ
な
た
の
胸
の
う
ち
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

【
日　
　

時
】

９
月
17
日
㈬
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
場　
　

所
】

宇
和
島
保
健
所
（
南
予
地
方
局
２
階
）

【
対　
　

象
】

 

発
病
後
お
お
む
ね
10
年
以
内
の
統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

【
内　
　

容
】

座
談
会
・
学
習
会
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
保
健
所
精
神
保
健
係

☎
０
８
９
５
・
２
２
・
５
２
１
１
（
内
線
２
８
３
）

　

愛
媛
県
で
は
、
盲
ろ
う
者
（
視
覚
と
聴
覚
の
重
複
障
が
い

を
持
っ
て
い
る
人
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
移
動
の
介

助
等
を
行
う
通
訳
・
ガ
イ
ド
へ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
盲
ろ
う
者
で
移
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
方
法
が
十
分
で
な
く
自
宅
か
ら
出
る
こ
と
が
出
来
な
い
人

は
、
ぜ
ひ
当
派
遣
事
業
を
ご
利
用
下
さ
い
！！
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
対
象
者
】

 　

愛
媛
県
内
（
松
山
市
を
除
く
。）
に
居
住
し
、
身
体
障
が

い
者
手
帳
の
障
が
い
内
容
が
、
視
覚
障
が
い
及
び
聴
覚
障
が

い
の
双
方
に
該
当
し
、
障
が
い
の
程
度
が
１
級
又
は
２
級
に

該
当
す
る
人

【
対
象
事
由
】

１　

 

公
的
機
関
や
医
療
機
関
へ
の
移
動
等
社
会
生
活
上
必
要

不
可
欠
な
場
合

２　

 

余
暇
活
動
、
研
修
等
社
会
参
加
促
進
の
た
め
必
要
と
認

め
ら
れ
る
場
合
（
た
だ
し
、
一
定
の
制
限
あ
り
）

３　

そ
の
他
通
訳
・
介
助
が
必
要
な
場
合

盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

【
利
用
限
度
】

原
則
年
間
２
４
０
時
間

【
費　
　

用
】

 

無
料
（
た
だ
し
、
利
用
者
及
び
通
訳
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の

移
動
に
要
す
る
交
通
費
等
は
利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。）

【
そ
の
他
】

 

通
訳
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
希
望
す
る
人
は
事
前
の

利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

【
派
遣
事
業
の
利
用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

え
ひ
め
盲
ろ
う
者
友
の
会

　

☎
０
９
０
・
７
７
８
０
・
８
４
０
４

　

℻
０
８
９
・
９
２
６
・
０
２
８
２

【
そ
の
他
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
保
健
福
祉
部
生
き
が
い
推
進
局　

障
害
福
祉
課
在
宅
福
祉
係

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
２
３

　

℻
０
８
９
・
９
３
１
・
８
１
８
７

サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
の
自
転
車
通
行
料
金
が
7
月
19
日

か
ら
無
料
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
”サ
イ
ク
リ
ス
ト

の
聖
地
“
し
ま
な
み
海
道
を
訪
れ
、
橋
上
の
空
中
散
歩
を
体

験
し
、
瀬
戸
内
の
多
島
美
を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
予
讃
線
で
は
、「
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
し
ま

な
み
号
」、Ｊ
Ｒ
予
土
線
で「
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
四
万
十
号
」

の
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
自
転
車
を
そ
の
ま

ま
列
車
に
持
ち
込
ん
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
き
る
の
が
魅
力
で

す
。
こ
ち
ら
も
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

【
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
運
行
日
程
】

　

し
ま
な
み
号
（
松
山
駅

⇔

今
治
駅
）

　
　
　

９
月
14
日
㈰
〜
11
月
24
日
（
月
・
祝
）
申
込
み
必
要

　

四
万
十
号
（
宇
和
島
駅

⇔

窪
川
駅
）

　
　
　

９
月
20
日
㈯
〜
11
月
3
日
（
月
・
祝
）
申
込
み
不
要

【
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　

し
ま
な
み
号　

Ｊ
Ｒ
四
国
ワ
ー
プ
松
山
支
店

　

☎
０
８
９
・
９
４
５
・
１
６
８
９

　

四
万
十
号　

愛
媛
県
観
光
物
産
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
９
２

【
自
転
車
通
行
料
無
料
化
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　

愛
媛
県
道
路
建
設
課　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
７
３
２
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９
月
９
日
は
救
急
の
日

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金

融
公
庫
）の
ご
案
内
！

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て

え
ひ
め
職
業
技
能
フ
ェ
ア

９
月
７
日
〜
13
日
は
救
急
医
療
週
間
で
す
。

　

救
急
出
場
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
年
間
の
救
急

件
数
の
過
半
数
が
軽
症
者
で
す
。
救
急
車
を
次
の
よ
う
な
理

由
で
呼
ぶ
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

1　

 

救
急
車
で
病
院
に
行
っ
た
方
が
優
先
的
に
診
て
も
ら

え
る

　

2　

無
料
で
便
利
だ
か
ら

　

3　

交
通
手
段
が
な
い　

な
ど

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
人
が
、急
に
心
臓
発
作
を
起
こ
し
た
り
、

大
事
故
に
遭
っ
た
時
に
右
記
の
理
由
で
救
急
車
が
出
払
っ
て

い
る
場
面
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！！
救
急
車
は
ケ
ガ
や

病
気
で
緊
急
に
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
傷
病
者

の
た
め
の
も
の
で
す
。
適
切
な
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、短
大
、大
学
、専
修
学
校
、

各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
子

　

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制
度
は
、
重
度
心
身
障

が
い
者
に
対
し
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
助
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
健
の
向
上
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
次
の
と
お
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

 

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

 

療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
で
あ
り
、
手
帳
に
医
該
当
と
記
載
が

あ
る
人

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

健
康
保
険
証

身
体
障
が
い
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳

印
鑑

【
病
院
に
か
か
る
と
き
】

初
診
時
と
、
月
の
初
め
に
は
「
健
康
保
険
証
」
及
び
「
重
度

心
身
障
が
い
者
医
療
費
受
給
者
証
」
を
病
院
の
窓
口
に
提
示

し
て
下
さ
い
。

 

※
愛
媛
県
外
の
病
院
に
か
か
る
場
合
は
、
事
務
手
続
き
が
異

な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
届
出
が
必
要
な
と
き
】

 

加
入
し
て
い
る
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
場
合

　

愛
媛
県
で
は
、
新
居
浜
・
今
治
・
松
山
・
宇
和
島
の
県
立

高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生
の
技
能
を
紹
介
し
、
皆
さ
ん
に
技

術
・
技
能
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
え

ひ
め
職
業
技
能
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
校
の
ブ
ー
ス
を
す
べ
て
回
り
ク
イ
ズ
に
答
え
た
人
に
、

抽
選
で
各
校
製
作
グ
ッ
ズ
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
な

お
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

【
日　
　

時
】

10
月
４
日
㈯
10
時
〜
16
時

【
場　
　

所
】

エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
（
伊
予
郡
松
前
町
筒
井
）

【
内　
　

容
】

● 

高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生
の
作
品
展
示
、
高
等
技
術
専
門

校
４
校
の
紹
介

● 

実
際
に
作
品
を
作
る
も
の
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

・
お
絵
か
き
タ
オ
ル
作
り

　

・ 

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
＆
ボ
ン
ボ
ン
マ
ス
コ
ッ
ト
づ
く
り

Informationお し ら せ

助
成
対
象
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

転
出
す
る
場
合

【
助
成
の
範
囲
】

 

各
健
康
保
険
対
象
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。

 

※
入
院
中
の
食
事
代
や
個
室
代
、
健
康
診
断
、
予
防
接
種
な

ど
各
健
康
保
険
医
療
費
の
対
象
外
と
な
る
も
の
は
支
給
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合

　

医
療
費
が
高
額
と
な
り
、
高
額
療
養
費
や
高
額
介
護
合
算

療
養
費
に
該
当
し
た
場
合
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
松
野
町
が

保
険
者
に
高
額
療
養
費
等
を
請
求
し
、
町
が
そ
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。社
会
保
険
加
入
の
人
に
つ
い
て
は
、

該
当
す
る
人
に
受
領
委
任
（
高
額
療
養
費
等
の
請
求
、
受
領

を
本
人
に
代
わ
っ
て
松
野
町
が
行
う
た
め
の
委
任
）
の
手
続

に
つ
い
て
連
絡
し
ま
す
の
で
、
関
係
書
類
の
提
出
等
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

保
険
者
に
よ
っ
て
は
、
高
額
療
養
費
等
が
直
接
、
本
人
に

支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
高
額
療
養
費
等
を
含
む

自
己
負
担
額
は
本
人
に
代
わ
っ
て
町
が
支
払
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
保
険
者
か
ら
直
接
、
本
人
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、

当
該
高
額
療
養
費
等
相
当
額
を
町
へ
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
保
険
者

に
『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
の
交
付
申
請
を
行
い
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
留
意
点
】

 

高
額
療
養
費
：
医
療
保
険
の
保
険
者
（
国
保
、
協
会
け
ん
ぽ

等
）か
ら
、一
定
の
限
度
額
を
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
る
制
度
。

 

高
額
介
護
合
算
療
養
費
：
世
帯
単
位
で
年
間
の
医
療
費
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
の
合
算
費
用
が
、
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
そ
の
越
え
た
額
が
支
給
さ
れ
る
制
度
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
野
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

☎
４
２
・
０
７
０
８

ど
も
の
い
る
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

【
融
資
額
】

子
ど
も
一
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

【
金　
　

利
】

年
２
・
３
５
％　

固
定
金
利

※
母
子
家
庭
又
は
世
帯
年
収（
所
得
）２
０
０
万
円（
１
２
２

万
円
）
以
内
の
人
は
年
１
・
９
５
％（
平
成
26
年
７
月
11
日

現
在
）

【
返
済
期
間
】

15
年
以
内

 

※
母
子
家
庭
又
は
世
帯
年
収
（
所
得
）
２
０
０
万
円
（
１
２

２
万
円
）
以
内
の
人
は
18
年
以
内

【
返
済
方
法
】

 

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

【
保　
　

証
】

 （
公
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
（
連
帯
保
証
人
に
よ
る

保
証
も
可
能
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
・
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

又
は
☎
０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６
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Ｊ
Ｒ
予
土
線
（
旧
宇
和
島
鉄
道
）
が
走
り
始
め
て
１
０
０

年
が
経
ち
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
や
記
憶
と
と
も
に
そ

れ
ぞ
れ
の
世
代
の
人
々
の
「
予
土
線
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
テ
ー
マ
】

 「
予
土
線
と
わ
た
し
」「
予
土
線
と
そ
の
記
憶
」

 　

予
土
線
に
乗
っ
て
学
校
に
通
っ
た
記
憶
、
予
土
線
が
走
る

田
畑
で
農
作
業
し
て
い
る
わ
た
し
、
な
ど
予
土
線
と
と
も
に

あ
る
思
い
出
を
自
由
に
詠
ん
だ
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

 

９
月
１
日
㈪
か
ら
10
月
31
日
㈮
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

【
募
集
部
門
】

き
ら
き
ら
キ
ッ
ズ
部
門
：
小
学
６
年
生
以
下

青
春
部
門
：
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

い
い
大
人
部
門
：
19
歳
以
上

【
応
募
方
法
】

郵
送
又
は
メ
ー
ル
に
よ
り
、
１
回
に
つ
い
き
３
句
ま
で
応
募

可
。（
一
人
何
度
で
も
応
募
可
。
た
だ
し
、
受
賞
に
つ
い
て

は
一
人
一
作
品
ま
で
）

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記
。

　

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
る
場
合
は
記
載
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
が
な
い
場
合
、
実
名
で
の
公
開
）

【
応 

募 

先
】

〒
７
９
８

｜

１
３
９
５　

愛
媛
県
北
宇
和
郡
鬼
北
町
大
字
近

永
８
０
０

｜

１

愛
媛
県
予
土
線
利
用
促
進
対
策
協
議
会
（
鬼
北
町
役
場
企
画

第
一
回「
Ｊ
Ｒ
予
土
線
川
柳
」募
集
に

つ
い
て

後
納
制
度
の
お
知
ら
せ

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

区　分

実施
機関名

請求
件数

実施機関による
決定等の内容 異議

申立
件数

個人情報保護
審査会  決 　定

全部
開示

一部
開示 非開示 不存在 諮問

件数
答申
件数 審議中 開示 非開示

※
町 長 部 局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

監 査 委 員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

農業委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
固定資産評価
審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

議 会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区　分

実施
機関名

請求
件数

実施機関による
決定等の内容 異議

申立
件数

個人情報保護
審査会  決 　定

全部
開示

一部
開示 非開示 不存在 諮問

件数
答申
件数 審議中 開示 非開示

※
町 長 部 局 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育委員会 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

監 査 委 員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

農業委員会 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
固定資産評価
審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

議 会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

財
政
課
内
）「
第
１
回
Ｊ
Ｒ
予
土
線
川
柳
募
集
」
係

☎
０
８
９
５
・
４
５
・
１
１
１
１
（
内
２
２
３
１
、２
２
３
２
）

E-m
ail

：zaisei@
tow
n.kihoku.ehim

e.jp

【
審　
　

査
】

11
月
上
旬
か
ら
中
旬

【
発　
　

表
】

11
月
下
旬

※
入
賞
者
へ
通
知
す
る
と
と
も
に
、
沿
線
各
自
治
体
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
示
予
定

【
作
品
展
示
】

平
成
26
年
12
月
中
旬
か
ら
平
成
27
年
１
月
上
旬

Ｊ
Ｒ
予
土
線
の
主
要
駅
に
、
応
募
川
柳
を
展
示

【
応
募
規
定
】

・
１
回
に
つ
き
３
句
ま
で
応
募
可
能
（
一
人
何
度
で
も
応
募

可
能
）。
た
だ
し
、
入
選
は
１
人
１
作
品
ま
で
と
す
る
。

・
応
募
作
品
は
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。

・ 

応
募
作
品
は
、
入
選
・
落
選
に
か
か
わ
ら
ず
返
却
し
な
い
。

・ 

応
募
に
要
す
る
経
費
は
、
応
募
者
の
負
担
と
す
る
。

・
応
募
作
品
に
か
か
る
著
作
権
・
使
用
権
は
協
議
会
に
帰
属

す
る
。 

・
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に
従
い
、
適

切
な
管
理
を
行
う
。

　

免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
な
い
期
間
で
保
険
料
を
納

め
て
い
な
い
期
間
は
、
2
年
を
経
過
す
る
と
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
が
、
平
成
27
年
9
月
ま
で
に
限
り
、
過
去
10 

年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

詳
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
年
金
事
務
所

☎
０
８
９
５
・
２
２
・
５
４
４
０
（
代
表
）

　

・
ア
ル
ミ
文
鎮
づ
く
り

　

・
木
の
カ
ト
ラ
リ
ー
づ
く
り

　

・ 
き
ら
き
ら
バ
ッ
ヂ
＆
マ
グ
ネ
ッ
ト
づ
く
り

　

・
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
づ
く
り

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

・
ド
レ
ス
試
着
体
験

　

・ 

自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
の
整
備
シ
ョ
ー
（
分
解
・
組
立
）

　

・
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
制
作　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
経
済
労
働
部
管
理
局
労
政
雇
用
課　

職
業
訓
練
グ

ル
ー
プ　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
５
０
４

※一部開示を含む ※一部開示を含む

　松野町情報公開条例第24条の規定により、平成25年度
の情報公開制度の実施状況を公表します。

開示請求等に対する決定等の状況
（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）

　松野町個人情報保護条例第44条の規定により、平成25
年度の個人情報保護制度の運用状況を公表します。

個人情報の開示請求件数及び決定等の状況
（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）

情報公開制度の実施状況 個人情報保護制度の運用状況
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Informationお し ら せ

町内で家を建てたら、新築住宅を購入したらこんな補助

　町では定住の促進により地域の活性化を図り、もって町民の福祉の増進に寄与することを目的に、「松野町定住促
進条例」を制定しました。この条例では、定住住宅建築に対する奨励措置を設けており、平成26年４月１日以降に
新築住宅の建設または購入の契約を締結した人が対象となります。また、５年間の期限を設けており、平成31年３
月31日で奨励措置は終了します。奨励金の額、資格要件等につきましては下記をご覧ください。また、詳細につい
ては、企画振興課（42－1116）へお問い合わせください。

～定住住宅建築奨励金制度スタート～

【定住住宅建築奨励金】

≪その他住宅関連施策≫

奨 励 金 の 額 １件あたり　現金1,000,000円

資 格 要 件

１　 松野町の住民として永住し、又は10年以上にわたって居住する意思を持つ者で、町
外から本町に生活の拠点を移して定住し、転入後３年以内に住宅を新築（新築住宅
を購入）するものであること。ただし、本町転出後、１年以内に再転入したものを除く。

２　 松野町の住民として永住し、又は10年以上にわたって居住する意思を持つ満年齢40
歳未満の者で、夫婦又は子どもを養育している２人以上の世帯の世帯主であること。

３　 上記１又は２に該当する者で、公租及び公課の義務があるものにあっては、その義
務を完全に履行していること。

対象となる住宅は、自ら所有し、かつ、居住の用に供するもので、玄関、居住室、台所、便所、
浴室等の住宅部分の面積が66㎡以上であるものとする。ただし、住宅に共有者がある場
合は、対象となる者の持ち分が全体の２分の１以上若しくは66㎡以上であることとする。

施 策 名 松野町南予産材木造住宅建築促進事業補助金

内 容

南予圏域で伐採された木材を50％以上使用し、かつ、住宅部分の床面積が66㎡以上の木
造住宅を建築しようとする者に対し、補助金を交付することにより、南予産材の需要を
喚起するとともに、関連する木材産業及び建築産業等の振興を図り、松野町の林業の活
性化及び森林の健全化を目指す。

補 助 額 使用された南予産材の体積１㎥あたり30,000円、1,000,000円を上限。

施 策 名 松野町住宅用太陽光発電システム設置費補助金

内 容
町民の環境保全意識の高揚を図るとともに、クリーンエネルギーの導入を推進し、地球
温暖化防止を図るために、住宅用太陽光発電システムを設置する者に対し、予算の範囲
内で補助金を交付する。

補 助 額 １kwあたり43,000円、４kwまで172,000円を上限。

施 策 名 松野町新エネルギー機器等設置費補助金

内 容
新エネルギー機器等（家庭用燃料電池）を設置する者に対し、予算の範囲内で補助金を
交付することにより、環境への負荷の少ないエネルギーの利用を促進し、温室効果ガス
の排出量の削減等を図る。

補 助 額 対象システム設置費から国その他の補助金等の収入額を控除した額又は100,000円のいず
れか低い方の額。

施 策 名 松野町合併処理浄化槽設置整備事業補助金

内 容 定住対策の一環として新築分の補助を復活し、合併処理浄化槽整備事業を推進すること
により公共水域の水質汚濁防止を図る。（平成26年度より新築分も対象）

補 助 額

新築分
５人槽…166,000円
７人槽…207,000円
10人槽…274,000円

既存住宅
５人槽…332,000円
７人槽…414,000円
10人槽…548,000円
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

松野町財政状況の公表
　松野町財政状況の公表に関する条例の規定により、平
成25年度の財政状況を下記のとおり公表します。

平成26年８月　松野町長　阪本　壽明

一般会計の収支状況

収入額
3,518,728,779

円
国庫支出金
12.9％

（455,438,594）

地方交付税
48.1％

（1,692,362,000）

町債
16.3％

（574,343,000）

町税
7.7％
（271,206,065）

県支出金
6.8％（237,963,604）

繰越金
2.8％（98,494,487）

地方譲与税 1.1％（38,506,000） 分担金及び負担金0.8％（27,271,660）

その他0.5％（18,951,939）

地方消費税交付金0.9％（30,479,000）

使用料及び手数料 1.1％（39,029,033）

諸収入 1.0％（34,683,397）

支出額
3,331,813,931

円

土木費 6.1％（202,962,935）
教育費
22.8％

（761,589,944）

総務費
18.2％

（605,712,738）

農林水産業費
7.4％（247,971,644）

衛生費 4.3％（144,059,473）

商工費 4.3％（144,202,593）

消防費 0.6％（18,870,216）

労働費
0.4％（11,911,415）

議会費 1.0％（33,347,264）災害復旧費 1.2％（39,932,025）

民生費
20.2％

（672,948,925）

公債費
13.5％

（448,304,756）

合　計
3,331,814

千円

繰出金
9.3％

（310,371）

公債費
13.5％

（448,455）

普通建設事業費
29.0％

（965,023）

補助費等
9.6％

（320,614）

扶助費 7.2％（238,820）

積立金 2.2％（71,537）

災害復旧事業費 1.2％（41,247）

維持補修費
0.1％（4,520）

貸付金 0.1％（4,703）

人件費
16.1％

（536,900）

物件費
11.7％

（389,624）

収 入（一般会計）

支 出（一般会計）

性質別支出内訳（一般会計）

税金による収入額

特別会計の収支状況

収 入 済 額 3,518,728,779円
支 出 済 額 3,331,813,931円
差 引 残 額 186,914,848円
翌年度へ繰越すべき財源 8,575,000円
実 質 収 支 178,339,848円
積 立 金 71,537,479円
財政調整基金残高 690,776,411円

積立金決算額の内訳
財 政 調 整 基 金 610,582円
ふるさと応援基金 770,320円
人 材 育 成 基 金 31,243円
災 害 対 策 基 金 62,482円
観光産業振興基金 55,301円
庁 舎 建 設 基 金 70,007,551円

〔 〕
科　　　目 収入済額（円）

町 民 税 98,659,767円
固 定 資 産 税 139,049,426円
軽 自 動 車 税 11,722,300円
市町村たばこ税 21,774,572円

計 271,206,065円

国民健康保険

歳　入 645,749,643円
歳　出 633,469,417円
差引額 12,280,226円
財政調整基金残高

49,630,185円

住宅新築資金等貸付

歳　入 5,923,126円
歳　出 33,805,751円
差引額

△27,882,625円

中央診療所

歳　入 276,150,766円
歳　出 258,177,115円
差引額 17,973,651円

介護保険

歳　入 669,829,265円
歳　出 647,708,388円
差引額 22,120,877円
介護給付費準備基金

31,475,881円

簡易水道

歳　入 95,173,745円
歳　出 85,459,114円
差引額 9,714,631円
財政調整基金残高

21,170,000円

後期高齢者医療保険事業

歳　入 59,595,233円
歳　出 58,392,551円
差引額 1,202,682円

〔１世帯当たり町税負担額〕

〔１人当たり町税負担額〕

平成26年３月末現在の世帯数： 2,042戸

平成26年３月末現在の人口： 4,301人

町 民 税 48,315円
固 定 資 産 税 68,095円
軽 自 動 車 税 5,741円

計 122,151円

町 民 税 22,939円
固 定 資 産 税 32,330円
軽 自 動 車 税 2,725円

計 57,994円

〔一般会計〕
１世帯当たりの支出額

1,631,642円

〔一般会計〕
１人当たりの支出額

774,660円
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９月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 月 小・中学校始業式 可葛川以外町内全域

２ 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

３ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

４ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

５ 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

６ 土

７ 日 当福島胃腸科外科☎24-5588
当笹岡内科☎24-3886

当上田小児科・外科☎25-0100
当松崎クリニック☎58-4828

８ 月 可葛川以外町内全域

９ 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

10 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

11 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

12 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野(葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

13 土

14 日 松野中学校体育祭 当しませ医院☎27-1888
当わたなべハートクリニック☎25-1717

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当市立津島病院☎32-2011

15 月 当藤田整形外科医院☎22-5635
当沖循環器科内科☎25-3335

当こばやし小児科☎23-1150
当町立北宇和病院☎45-1221 可葛川以外町内全域

16 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

17 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

18 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

19 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野(葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

20 土

21 日 松野町各小学校運動会 当友松外科・胃腸科☎22-0410
当くきた内科クリニック☎26-2260

当こおり小児科☎24-5633
当市立吉田病院☎52-0611

22 月 可葛川以外町内全域

23 火 当鎌野病院☎24-6611
当木村内科医院☎24-0030

当山下小児科☎23-0055
当旭川荘南愛媛病院☎45-1101 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

24 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

25 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

26 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野(葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

27 土

28 日 当ますだクリニック☎23-6611
当松浦内科医院☎23-1122

当上田小児科・外科☎25-0100
当岩村外科胃腸科☎52-3111

29 月 可葛川以外町内全域

30 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日

※ごみ収集につきましては、道路工事等により一部、日程を変更することがあります。その際は、回覧等によりお知らせいたします。
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